
 

 
■実施主体︓⼀社 つなぐカンパニーながのはら 
■ダム活⽤箇所︓ダム堤体、ダム湖、ダム周辺 
■ダム所在地︓群⾺県⻑野原町 
■ダム管理者︓関東地⽅整備局 利根川ダム統合管理事務所 

⼋ッ場ダム管理⽀所 
■ダム完成年度︓2020（令和 2）年 
■ダム形態︓重⼒式ダム 

 

■取り組みのポイント 
①⽔源地域ビジョン推進の⼀環としてオープン化による⼋ッ場ダム全体の活⽤。 
②地元の活性化を⽬指す地域づくり。 

 

■取り組みの概要 
・令和 3 年 3 ⽉に⼋ッ場ダム周辺エリアが「都市・地域再⽣等利⽤区域(オープン化)」に指定された。占⽤主

体である⻑野原町が⺠間事業者等と使⽤契約を結ぶことで、⼋ッ場ダム周辺⼀帯の施設利⽤や飲⾷の提供な
どの営業やイベントの開催などが可能となった。 

・⾏政と⺠間事業者の橋渡しとして『⼀般社団法⼈ つなぐカンパニーながのはら』が窓⼝となって連携する
ほか、利⽤者受付や情報発信、ダムガイドの養成など多岐にわたり活動している。 

・「⽔源地域ビジョン協議会」による利⽤審査や各種プロジェクトの推進状況を確認している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

⼋ッ場ダムを活⽤した地域活性化の取組 ⼋ッ場ダム 

⼋ッ場ダム全景 

出典︓つなぐカンパニーながのはら HP より抜粋 

出典︓⽔源地域ビジョン資料より抜粋 追加予定エリア 



■⼈・組織 
・⼀般社団法⼈ つなぐカンパニーながのはら ︓⻑野原町の住⺠間及び地域間の交流や観光関連団体の連携、町

⾏政と⺠間の調整など含め地域づくりや観光振興の主体の活動を⽀援している。 
・各事業者及び指定管理者︓茶屋、アクティビティ施設等、⻑野原町役場と管理協定の上で事業を実施してい

る。 
・⽔源地域ビジョン協議会︓オープン化に伴う利⽤審査や各種プロジェクトの推進状況を毎年確認している。 
・⻑野原町役場︓ダム周辺のハード整備やイベント時の⽀援、情報発信など様々な後⽅⽀援を実施。 
・利根川ダム統合管理事務所、⼋ッ場ダム管理⽀所︓オープン化後は各種イベントの⽀援やインフラツーリズ

ムの協⼒など積極的な連携を実施している。  

■しくみ 
〔事業スキーム〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■地域連携⽅策 
・ （⼀社）つなぐカンパニーながのはらが窓⼝となり、⾏政、⺠間事業者、地域住⺠と連携している。  

■取り組みの成果 
・早期プロジェクトはおおむね

実施、継続されており、取り組
みの成果として地域活性化に
寄与している。 

・春季から秋季にかけて来訪者
が増える傾向にあり、近年の
⽉別訪問者数は 2〜3 万⼈程
度で推移している。 

・令和 5 年度(2024/1/19 時点)
のダムガイドの実施件数は合
計 59 件、参加⼈数は合計
1,405 名と盛況である。 
また、親⼦を対象とした「親⼦
⼋ッ場ダム⾒学会」や「ナイト
ツアー」等の企画も好評を得
ている。 

⼋ッ場ダム堤体・資料館来訪者数の推移 

出典︓⽔源地域ビジョン資料より抜粋 

長野原町 

事業者： 
一般社団法人 つなぐカンパニーながのはら 
・各種利用計画策定、ガイド養成 
・行政と民間事業者との調整 
・会員（団体、個人）、利用者の窓口 

会員（利用者） 

利用許可 
利用計画作成 
利用申請 

河川管理者：関東地方整備局 
利根川ダム統合管理事務所 

業務契約 
協議 

水源地域ビジョン協議会 
事務局会議 
・利用審査会 

事業者(指定管理者・委託者) 
・やんば茶屋 
・カヌー、カヤック等ツアー 
・ゴムボート等ツアー 
・観光船、水陸両用バス運行 

水源地域ビジョン協議会 

承認 

意見 

協議 

管理協定 
業務委託契約 

占用許可 占用許可申請 


